
自転車通行帯の整備効果にかかる交通量調査 

計測方法変更（令和６年度末進捗状況～）について 

 

１ 経緯 

自転車通行帯の整備済路線（市道）（以下、整備済路線）が増えてきたことを受け、すべての整備済

路線を対象に車道走行率を定期的に調査するため、調査方法を見直しました。 

２ 調査方法 

整備済路線を地域ごとに４つのグループに分け、年度ごとにローテーションで調査を実施します。 

なお、道路の種類は、「両側歩道あり」、「片側歩道あり」、「車道」がありますが、調査基準を均一に

するため、「両側歩道あり」の整備済路線を対象に調査を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 交通量調査スケジュール 

令和６年度末 令和７年度末 令和８年度末 令和９年度末 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

以降（予定）    

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

 

以 上 

別紙 

Ｂグループ 

Ｃグループ 

Ｄグループ 

Ａグループ 


